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■ はじめに 
文字は人類が作り出したもっとも重要な発明の一つで

あり、文字なしでは効率的に他者に情報伝達したり、記録
を残したりすることが困難である。文字を我々がどのように
認識しているかは、長い間、心理学の領域の中で研究さ
れてきた。しかし、ここ数十年で脳計測技術が急速に発達
したことに伴い、医学や工学など多様な分野を巻き込み、
生物としてのヒトがどのように文字を認識しているのか精力
的に研究が行われている。 
この現代文明では必要不可欠な道具である文字や単

語の読み書きに困難性を抱える人々が一定数いることが
分かっている。日本でも漢字の読みに困難性を抱える人
が約6%いると報告されている(Uno et al., 2009)。これは各
クラスの中に1、2名は読み書きに困難を抱える子供が存
在することを示唆しており、看過できない問題である。 
読み書き困難の背景として、言語音の処理の問題に加

えて視覚認知の問題が指摘されている。日本語の漢字は
アルファベット語などと比較すると視覚的に複雑であるた
め、読み書き困難の人々において視覚処理がどのように
障害されているのか解明することは重要である。 
そこで我々は読み書き困難の視覚処理過程を測定する

ための基礎的研究および読みに困難を抱える中学生の
視覚処理過程の測定評価を脳機能計測技術(MRI)を用
いて行ってきた。 

 
■ 活動内容 
１．成人における漢字の視覚処理過程 
日本語の漢字は、角、部首、漢字一文字という階層

的な構成要素から成り立っている。これらの構成要素
が脳内でも階層的に処理されているのかMRIを用いて
検証した。角、部首、漢字一文字を含む刺激を提示し
たところ、左の後頭側頭領域ではピーク部位が角、部
首、漢字一文字の順に脳の後部から全部に移動した。
一方、右の後頭側頭領域では同様の傾向を認めなかっ
た。後頭側頭領域では後部から前部方向に向かってボ
トムアップな処理が進むと考えられている。したがっ
て、この結果は漢字が左の後頭側頭領域で階層的に処
理されることを示唆している。 

 
２．読み困難のある中学生の視覚処理 
読み困難のある方の脳内視覚処理過程を描出するた

めに、MRIを用いて脳機能を測定した。文字と文字以外の

刺激で違いがあるのか検討するため、成人の実験で用い
た漢字刺激に加え、線画に対する脳活動を計測した。図
に示したように、参加した全員の脳活動を計測すると両側
の視覚関連領野での有意な脳活動を認めた。さらに読み
困難がある生徒とそうでない生徒に分けて解析を行ったと
ころ、低次な視覚領野である下後頭回などの領域で有意
な差を認めた。下後頭回における差異を検討したところ、
漢字と物体の双方で読み困難な生徒で脳活動が亢進し
ていた。この結果は、読み困難生徒における代償的に低
次な視覚領野を活動させている結果と考えられ、脳活動
計測を用いることで読み書き困難の潜在的な原因を描出
できる可能性が示された。読み困難の背景要因がより精
緻に明らかにされることにより、将来的に読み困難の方の
新たな支援法の開発へ寄与することが期待される。 
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図 中学生が(A)漢字、(B)物体を見ている時の平均脳活動。

漢字、物体ともに視覚処理に関連する後頭葉および側頭葉

の下部領域が賦活されていることが確認できる。 
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